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円
第
二
回
宗
教
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ュ

i
ム
・
報
告
M

、
寺
院
墓
地
使
用
権
の
法
的
性
格

ー
明
治
以
降
の
逮
・
指
令
を
手
が
か
り
と
し
て

i

竹

内

康

博

(
東
邦
学
欄
幽
短
醐
制
大
学
〉

問

題

の

所

在

血
サ
続
墓
地
は
、
現
在
設
が
国
に
お
け
る
慕
地
供
給
の
一
一
興
を
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
大
学
は
近
役
守
院
の
成
立
と
共
に
発
生
し
、

江
戸
幕
府
の
寺
諸
制
度
〈
品
寸
描
欄
制
制
度
〉
に
よ
り
一
般
民
衆
に
浸
透
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
共
に
纂
地
使
用
権
も
発
生
し
、
今
門
口

に
斐
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
寺
院
墓
地
の
権
利
関
係
を
箆
る
に

〈

iψ

一
般
に
そ
の
所
布
穫
は
寺
錠
に
あ

9
、
寺
院
と
墓
地
使
用
者
、
ど
の
閣
の
鐘

信
徒
加
入
契
約
と
も
い
う
べ
き
契
約
に
よ
っ
て
墓
地
使
用
権
が
発
生
し
、
墓
地
使
用
権
各
省
信
徒
)
は
、
銀
先
崇
拝
お
よ
び
境
慕
の
所
有

を
叫
口
約
と
し
て
、
墓
地
の
区
画
さ
れ
た
部
分
(
議
所
)
を
半
永
久
的
(
祭
絶
家
僻
聴
者
が
絶
え
な
い
限
り
〉
に
使
用
で
き
る
関
係
に
あ
る
。

そ
の
後
の
臼
本
経
済
の
飛
躍
的
な
発
援
に
伴
う
人
口
の
都
市
集
中
や
核
家
族
世
帯
の
増

〈

2〉

加
、
更
に
は
民
主
主
義
教
育
の
普
及
等
に
よ
ち
墓
地
に
対
す
る
留
民
の
意
識
に
も
変
化
が
見
ら
れ
て
来
た
。
特
に
近
年
、
寺
院
墓
地
に
お

し
か
し
、
戦
後
の
憲
法
お
よ
び
民
法
の
改
正
、



い
て
は
、
墓
地
の
無
縁
化
や
纂
地
使
用
権
者
の
離
閣
改
宗
ま
た
は
本
山
か
ら
の
寺
院
の
宗
派
離
脱
お
よ
び
寺
世
田
纂
仙
砲
撃
備
の
際
の
区
画
変

宙
災
〈
改
葬
)

寺
院
墓
地
使
用
権
の
法
的
役
格
を
巡
る
問
題
が
発
生
し
て
来
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
慕
地
に
関
す
る
唯
一
の
法
律
で
あ
る
「
墓
地
・
埋
葬
等
に
挺
す
る
法
律
品
昭
和
二
三
年
五
月
三
一
日
号
外
法
律
第
四
八

mZ
」
r、
P1 

下
立
務
副
日
法
」
と
耕
輔
称
)
は
、
国
民
の
宗
教
的
感
情
に
適
合
し
且
つ
公
衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
の
見
地
か
ら
行
政
的
規
律
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
墓
地
に
関
す
る
権
利
関
係
に
何
ら
解
決
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
寺
院
墓
地
に
お
い
て
は
こ
の
関
係
に
各
寺
践
の

の宗

見数
発事 惑
をと 情
示も
しか
てか
おわ

り芝ち

そ
の
法
律
関
係
は
よ
ち
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
判
例
も
寺
続
墓
地
使
用
権
に
対
し
街
々

か
か
る
権
利
は
依
然
と
し
て
稜
妹
な
ま
ま
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
寺
続
墓
地
使
用
擦
の
法
的
性
格
を
明
治
以
降
の
達
・
指
令
を
一
つ
の
手
が
か
告
と
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

寺
院
纂
抽
唱
の
分
類

寺
院
墓
地
を
そ
の
管
理
速
営
街
か
ら
分
類
す
れ
ば
、
次
の
二
積
類
に
な
る
。

11号券税寒地主主煎権の法的役務

一
方
は
、
も
っ
ぱ
ら
当
該
地
寸
援
の
慣
習
に
従
っ
て
管
理
灘
営
さ
れ
て
い
る
墓
地
で
あ
り
、
彼
方
は
、
当
該
寺
院
が
「
墓
地
使
用
規
制
約
い

役
作
成
し
、
こ
の
規
別
に
基
づ
い
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
慕
地
で
あ
る
。
後
者
は
、
昭
和
三
十
年
以
降
全
額
で
種
々
の
墓
地
紛
争
が
発

生
し
た
結
果
、
寺
院
側
の
自
衛
策
と
し
て
行
な
わ
れ
て
来
た
も
の
と
怒
わ
れ
る
。

日
蓮
宗
の
場
合
を
例
に
'
と
れ
ば
、
墓
地
使
用
の
際
に
墓
地
使
用
幾
則
ま
た
は
何
ら
か
の
契
約
獲
を
交
し
て
い
る
寺
践
が
、
全
体
の
三
五

パ

i
セ
ン
ト
を
占
め
、
残
り
は
格
変
ら
ず
当
該
地
叶
鋭
の
憤
期
総
に
従
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
(
昭
和
側
近
五
年
八
湾
、
日
蓮
宗
察
組
制
院
総
務
然
繍

べ
〉
。
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ま
た
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
大
都
市
周
辺
に
は
大
規
模
な
公
園
纂
地
が
造
成
さ
れ
、
綾
近
で
は
墓
地
供
紛
の
大
半
を
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
中
に
は
寺
続
〈
蜘
邪
教
法
人
〉
が
経
営
す
る
公
認
墓
地
も
多
数
日
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
墓
地
は
「
墓
地
使
用
規
制
約
」
に
よ

っ
て
管
理
運
営
さ
れ
、
使
用
者
の
資
絡
に
つ
い
て
も
宗
霞
宗
派
の
如
何
を
関
わ
な
い
い
わ
ゆ
る
共
券
纂
地
で
あ
ち
、
間
来
か
ら
の
寺
院
慕

地
と
は
そ
の
形
態
安
奥
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
い
う
寺
院
墓
地
に
は
こ
れ
ら
の
墓
地
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

寺
院
基
地
使
用
継
の
特
急

寺
震
築
地
使
用
機
の
特
色
に
つ
い
て
議
べ
る
と
、
ま
ず
第

に
か
か
る
権
利
は
、
寺
院
と
纂
地
使
用
者
と
の
間
の
契
約
に
よ
っ
て
成
泣

す
る
権
利
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、

一
般
に
は
檀
信
徒
加
入
契
約
と
い
う
形
で
結
ば
れ
る
。
そ
の
際
、
実
態
的
に
は

3日

料
'-

「
供
議
船
村
」
描
曹
の
名
目
で
金
銭
が
支
払
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
来
し
て
対
価
に
あ
た
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
。

第
二
に
、
墓
地
使
用
権
は
本
来
処
分
さ
れ
な
い
こ
と
を
務
擬
と
し
た
権
利
で
あ
る
。
前
述
し
た
公
爾
築
地
の
中
に
は
、
第
三
者
へ
の
議

波
、
転
貸
を
認
め
る
規
穫
を
設
け
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
寺
陪
紅
裏
地
の
場
合
に
は
、
墓
地
使
用
権
は
祭
程
主
宰
者
以
外
に
は
譲
渡
怒
れ
念

い
権
利
で
あ

9
、
当
然
に
転
貸
も
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
慣
習
的
に
は
改
葬
ハ
纂
緩
移
転
〉
の
際
に
、
ム
等
援
の
承

〈

4
V

諾
の
も
と
に
規
威
、
知
人
等
へ
の
譲
渡
が
認
め
ら
れ
て
い
る
守
髭
慕
地
も
存
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
ο

第
一
一
一
に
、
墓
地
使
用
権
は
墓
地
所
有
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
新
た
な
所
有
者
に
対
し
て
そ
の
様
科
を
主
張
し
得
る
権
利
で
あ

不
動
産
設
記
法
が
し
得
ベ
き
権
利
と
し
て
裏
地
使
用
綾
そ
認
め
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
権
利
を
交
配
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
か
か
る
権
利
は
、
境
基
等
の
施
設
物
に
よ
っ
て
公
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
関
係
上
、
新
た
な
所
有
者
に
対
し
不
機
の

損
容
を
被
ら
ぜ
る
虞
れ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
墓
地
所
有
権
は
築
地
使
用
機
と
い
う
負
担
付
ぎ
の
権
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

部
で
あ
り
、
こ
れ
は
祭
柁
主
宰
者
に
の
み
議
継
さ
れ
る
権
利
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、

最
後
に
、
裏
地
使
用
権
は
民
法
第
八
九
七
条
に
い
う
祭
犯
財
産
の



る
。
し
か
し
、
設
が
留
の
宗
教
的
償
行
か
ら
す
れ
ば
、
墓
地
使
用
機
は
依
然
と
し
て
吋
家
」
に
属
す
る
機
利
と
し
て
意
識
さ
れ
て
お
号
、

こ
の
こ
と
が
纂
地
問
題
を
よ
り
敏
雄
臓
な
も
の
と
し
て
い
る
一
密
で
も
あ
る
。

四

輯
明
治
以
降
の
滋
・
指
令

以
下
に
掲
げ
る

ωな
い
し
紛
の
達
お
よ
び
指
令
は
「
例
規
類
纂
い
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
れ
は
、

そ
の
線
基
計
画
や
経
過
な

ど
は
明
ら
か
に
怒
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
十
七
年
七
月
、
内
務
翁
地
理
局
の
宙
局
台
良
作
、
滋
美
正
功
荷
名
に
よ
り
編
輯
さ
れ
た
も
の
明
、
‘

前

-m巻
の
側
一
一
一
闘
に
「
此
編
ハ
明
治
元
年
ヨ
り
間
十
五
年
品
歪
ル
マ
テ
土
地
品
関
ス
ル
一
切
ノ
法
例
ヲ
類
纂
シ
局
員
日
常
処
務
ノ
参
鈍
ニ
備

ツ
ル
モ
ノ
ナ

9
」
と
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
内
務
省
当
局
者
が
執
務
の

〈

5
)

あ
る
ハ
た
だ
し
、
問
字
徐
は
新
字
体
に
汲
め
た
〉
。

に
使
用
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
、
土
地
関
係
の
法
令
・
索
令
集
で

的
W

門
噛
遥
一
}

五
年
九
月
十
西
日

教
部
省

第
十
七
号

関
係
之
儀
先
般
第
百
九
十
三
号
公
布
相
成
絵
テ
ハ
神
葬
地
之
儀
神
宮
譲
歩
願
出
候
ハ
弘
通
定
結
応
ノ
地
所
総
撰
伺
出
へ

神
宮
葬
儀

121寺税緑黄色使照権のさま容さ性絡

シ復
寺
院
内
へ
待
券
数
度
者
ハ
示
談
ノ
上
聯
無
差
支
後
管
内
地
寸
践
へ
兼
テ
相
違
ス
ヘ
シ
a

明
治
政
府
は
、
明
治
五
年
六
月
ニ
八
日
太
政
官
第

九
二
号
布
告
に
よ
ち
自
葬
祭
を
禁
止
し
、
葬
儀
は
す
べ
て
神
官
e

僧
侶
に
よ
る
ベ

井
口
こ
と
と
し
た
。
身
内
、
ら
に
、
同
日
太
政
官
第
一
九
一
一
一
号
布
告
に
よ
り
、
地
内
葬
祭
葬
儀
は
神
宮
が
取
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
明
治
初

期
の
廃
仏
鮫
釈
運
動
に
よ
る
持
葬
祭
観
念
が
離
檀
思
想
を
押
し
進
め
、
.
神
葬
祭
織
と
し
て
東
京
市
営
墓
地
が
敷
設
さ
れ
る
と
と
に
な

9
、
明

治

月
に
青
山
凶
慕
地
が
、
間
年
一
一
回
だ
に
は
谷
中
、
雑
司
ヶ
谷
、
染
井
の
各
墓
地
が
刷
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
纂
織
は
、
頭
初
神
葬
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柑
揚
地
と
し
て
出
発
し
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
六
年
七
月
一
八
日
太
政
官
第
二
五

一
号
布
告
に
よ
り
火
葬
が
禁
止
さ
れ
た
(
た
だ
し
、
こ
の
布

こ
と
や
、
都
市
開
発
問
題
と
も
絡
み
あ
っ
て
、
明

月
二
二
日
東

舎
は
開
明
治
八
年
五
汚
一
一
一
一
一
日
太
政
官
第
八
九
号
布
告
に
よ
り
緩
比
さ
れ
た
〉

京
墓
地
取
扱
規
則
に
よ
号
、
共
葬
墓
地
と
し
て
宗
旨
宗
派
の
如
何
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
人
身
の
埋
葬
場
所
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
教
部
省
速
神
体
、
寺
院
側
の
承
認
が
あ
れ
ば
寺
院
慕
地
へ
祢
葬
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
と
と
を
、
管
内
の
各
寺

院
に
達
す
る
よ
J

つ
に
と
の
こ
と
で
あ
号
、
こ
の
こ
と
は
、
当
時
滋
葬
に
廃
す
る
権
限
が
寺
畏
鋭
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
と
を
物
語
っ
て
い

る。
第
二
条

十
一
年
十
月

内
務
省

持
奈
川
県
伺

官
有
明
日
ア
ラ
サ
ル
寺
院
ノ
限
境
内
墓
地
ヲ
境
外
ニ
区
別
樹
立
タ
ル
分
叉
ハ
地
形
町
一
溜
り
引
分
ケ
難
ク
境
内
ニ
据
置
タ
ル
モ

部
〔
指
令
〉

日

ノ
及
た
元
来
境
外
/
墓
地
等
都
テ
禁
寺
院
ノ
所
有
地

テ
該
寺
ノ
穣
越
田
一
般

F
埋
葬
行
ヒ
来
リ
シ
分
地
種
ハ
民
有
地
第
一
一
種
ト
難
ト
モ

共
有
ノ
地
ユ
無
之
蕊
シ
ク
一
・
寺
援
ノ
所
有
地
ナ
レ
ハ
他
宗
他
綾
ノ
遺
骸
ヲ
埋
葬
ス
ル
ヲ
其
寺
錠
檀
家
等
ラ
ア
拒
ム
ノ
権
ア
ル
者
ト
心

得
可
然
後

指
令
十
二
年
七
月
七
日

第

条

一
町
村
ニ
テ
塚
葬
シ
来
ル
モ
ノ
ハ
一
町
村
ノ
所
有
ト
シ
数
家
数
族
ニ
テ
埋
葬
シ
来
ル
モ
ノ
ハ
数
家
数
族
ノ
共
有
ト
シ
総
テ

慣
行
ニ
従
フ
ヘ
シ
其
築
設
問
一
係
ル
モ
ノ
ハ

町
村
叉
ハ
数
町
村
ノ
所
有
共
葬
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

復
古
叩
議
ス
ル
ニ
及
ハ
ス

第

条

第
一
条
品
一
準
ス

こ
の
指
令
は
、
従
来
よ
り
当
該
寺
院
の
檀
越
に
限
っ
て
緩
葬
を
行
ゥ
て
来
た
寺
陵
墓
地
に
、
他
家
的
問
捕
後
の
者
を
埋
葬
す
る
と
と
を
そ
の

寺
院
お
よ
び
醐
借
家
が
抱
否
す
る
権
利
島
本
有
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
偶
に
対
し
て
倍
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
れ
に
よ
れ
ば
、
従
来
か
ら
の



墓
地
は
総
て
慣
行
に
従
い
、
新
設
藁
織
に
つ
い
て
は
‘
こ
れ
を
一
町
村
ま
た
は
数
町
村
の
共
葬
慕
織
に
緩
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
従
来

か
ら
の
寺
院
墓
地
に
お
い
て
、
自
宗
派
の
檀
信
徒
に
限
ち
と
れ
を
湖
一
葬
し
て
来
た
と
い
う
慣
行
が
存
す
れ
ば
、
当
該
議
地
の
管
理
運
営
は

こ
の
慣
行
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

十
三
年
十
月
廿
二
日

部
〔
指
令
U

市
内
務
省

岐
阜
県
僑

営
者
地
点
寸
援
境
内
理
葬
ハ
明
治
八
年
地
祖
改
託
事
務
局
乙
第
題
号
逮
社
寺
境
内
外
取
調
規
制
ユ
源
開
シ
別
廉
品
取
議
共
有
捜
葬
地
ト
シ

存
壁
ノ
見
込
畑
一
テ
鰐
ノ
上
民
有
地
第

掛
偲
ニ
編
入
ノ
処
右
葬
地
ハ
元
来
該
寺
院
ノ
纏
後
ノ
ミ
共
有
埋
葬
シ
来
候
エ
付
奪
ラ
従
来
ノ
僕

例
エ
髄
と
其
檀
徒
ノ
共
潟
ト
シ
其
点
寸
援
へ
地
券
ヲ
関
与
シ
ア
レ
ト
モ
民
有
第
一

タ
ル
上
ハ
従
来
ノ
積
徒
ユ
テ
神
葬
祭
・
込
書
一
シ
ヌ
ハ
改
宗

シ
或
ハ
飽
穣
ノ
者
ニ
テ
核
地
へ
場
葬
ス
ル
モ

叩
一
於
テ
拒
ム
ノ
権
利
無
之
モ
ノ
ニ
侯
後

指
令
十
四
年
一
一
月
十
八
日
改
祭
改
宗
品
川
拘
で
ブ
ス
総
テ
慣
行
ニ
従
ヒ
在
来
埋
葬
シ
釆
ル
檀
徒
二
テ
共
葬
ス
ヘ
シ

径
共
有
甥
葬
地
ノ
券
状
ヲ
寺
錠
へ
総
与
候
義
ハ
不
都
合

候
条
引
直
方
取
計
ブ
ヘ
シ

こ
の
指
令
は
、
従
来
よ
雪
当
該
寺
院
の
檀
徒
に
限
ゅ
て
埋
葬
を
行
っ
て
来
た
寺
院
墓
地
に
、
維
機
改
宗
者
あ
る
い
は
他
獲
の
者
か
ら
埋

lZ3王争際連事波使用濯の法的役務

葬
の
依
頼
が
る
っ
た
場
合
、
考
践
が
こ
れ
を
猿
谷
ず
る
権
利
を
・
有
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
何
に
対
し
て
出
大
も
切
れ
た
も
の
で
、
岱
の
指
令
と

類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
離
横
改
宗
に
か
か
わ
ら
ず
総
て
慣
行
に
従
い
、
従
来
よ
り
埋
葬
を
行
っ
て
来
た
檀
徒
の
共
葬
墓
地
と

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
号
、
窃
の
指
令
同
様
寺
院
基
地
の
管
理
速
営
は
、
各
寺
混
の
慣
行
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。ま

た
、
侵
害
さ
の
部
分
は
寺
院
寒
地
所
有
権
の
帰
属
を
巡
る
問
問
題
で
あ
号
、
議
が
所
有
者
で
あ
る
の
か
、
こ
れ
だ
け
で
は
判
断
で
き
な

い
が
、
少
く
と
も
寺
院
に
地
券
を
渡
す
と
と
は
不
都
合
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
、
上
地
令
と
の
関
係
で
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

十
四
年
一
発
七
日

内
務
雀

長
崎
県
何

川
間
ハ
指
令
〕



宗教法創刊努(1983. 5) 124 

管
下
西
彼
動
作
務
茂
木
村
円
成
寺
檀
徒
惣
代
三
瀦
八
十
八
外
二
名
盟
副
手
去
ル
明
治
十

年
官
許
ヲ
得
一
点
寸
建
立
以
来
墓
地
無
之
尤
浄
土

台
本
ぜ
へ
所
在
ノ
者
そ
有
之
候
得
共
地
狭
滋
ニ
シ
テ
目
下
死
体
ハ
縫
葬
ス
ル
場
所
品
購
・
之
難
渋
不
少
趣
ヲ
以
テ
岡
村
字
辻
薮
地
誌
別

八
級
品
伊
立
場
所
へ
墓
地
新
設
数
度
設
願
出
候
処
近
傍
緩
住
玉
台
寺
檀
徒
惣
代
滋
習
問
所
へ
義
地
新
設
結
成
候
テ
ハ
日
用
飲
洗
ニ
供
ス

ル
所
ノ
円
成
寺
低
下
ノ
井
泉
及
-vh

河
mm
へ
墓
地
ノ
汚
水
混
合
シ
此
水
ヲ
当
委
ス
ル
者
為
四
一
健
蕗
概
略
ノ

ル
ハ
勿
論
従
来
何
等
ノ
陣
鑑
ロ
ヲ

醸
生
侯
モ
難
計
線
制
ノ
以
テ
再
応
故
障
申
立
候
〈
中

略
、/

円
成
寺
檀
徒
者
両
一
一
一
年
務
迄
ハ
玉
台
寺
之
門
徒
三
智
之
候
処
七
十
余
名

ノ
者
挙
テ
日
蓮
宗
畑
一
帰
依
シ
日
ニ
明
治
十

4

年
出
伊
丹
成
寺
ト
号
シ

字
建
立
致
候
商
用
来
表
台
寺
檀
徒
ノ
者
之
レ
ヲ
嫌
悪
シ
動
モ
ス
レ

ハ
万
一
品
一
紛
転
ヲ
生
シ
彼
我
不
和
合
ノ
景
況
エ
有
之
候
趣
走
ヲ
以
テ
昆
レ
ハ
如
此
無
謂
故
障
ヲ
申
立
候
ハ
撃
寛
宗
派
ノ
災
ナ
ル
ヨ
リ
起

セ
シ
事
ト
被
存
供
一
一
付
鱒
ト
及
解
論
候
得
共
頑
民
等
単
品
顛
意
ヲ
張
臼
承
服
絞
殺
サ
ス
全
ク
故
障
者
ノ
申
立
ハ
到
底
不
足
採
義
ト
被
存

候
就
テ
ハ
慕
滋
新
設
願
者
ノ
内
墓
地
無
北
関
下
難
渋
之
向
晶
、
有
立
候
ニ
付
墓
地
新
設
ノ
願
意
御
採
用
円
成
ヰ
サ
酬
は
徒
共
有
慕
地

海
許

可
制
服
成
度

指
令
一
二
月
六
日
墓
地
ハ
宗
綿
織
ノ
何
タ
ル
ヲ
問
問
ハ
ス

町
村
叉
ハ
数
町
村
共
券
墓
地
ノ
外
新
設
相
成
ラ
ス

こ
れ
は
、
長
崎
線
渡
彼
杵
郡
茂
木
村
〈
当
持
〉
の
住
民
七
十
品
指
名
が
、
浄
土
宗
寺
続
よ
り
集
団
厳
密
し
、
明
治
十
一
年
に
官
許
役
得
て

ぬ
サ
〈
日
蓮
宗
)
を
建
立
し
た
が
、
墓
地
は
浄
土
宗
寺
錠
に
し
か
な
か
巾
た
。
そ
こ
で
、

日
議
宗
寺
院
檀
徒
の
慕
地
の
新
設
を
願
い
出
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
丹
務
省
の
指
令
は
、
慕
輸
措
の
新
設
は
宗
旨
の
如
何
を
間
わ
な
い
一
町
村
ま
た
は
数
町
村
の
共
券
纂
地
以
外
は

こ
れ
を
認
め
な
い
ド
と
い
う
も
の
で
あ
り
た
。

十
郎
自
年
二
月
十
臨
時
M

内
務
長

神
奈
川
県
伺

問
バ
及
ビ
十
月
ノ
一
純
度
品
川
私
有
山
綜
へ
専
有
議
地
新
設
許
可
之
儀
相
伺
候
処
何
度
共
専
有
慕
域
新
設
ノ
儀
ハ
不
穂
波

制
〔
指
令
V

昨
明
治
十
三
年

共
務
纂
働
相
ハ
許
可
可
致
防
関
滋
之
御
指
揮
有
之
候
品
約
四
ア
ハ
共
葬
墓
地
ト
綴
縄
問
ニ
シ
テ
一
町
村
議
ハ
数
町
村
数
人
叉
ハ
数
十
人
共
有
墓
地



タ
ル
モ
其
他
ノ
町
村
叉
ハ
他
箆
人
其
姦
地
へ
埋
葬
ヲ
望
候
者
殺
之
候
縛
ハ
埋
葬
為
数
候
墓
地
ノ
儀
ニ
翁
之
侯
裁
器
製
シ
テ
然
ン
ハ
一

町
村
或
ハ
数
町
村
文
ハ
数
十
人
数
百
人
ノ
共
有
墓
地
ト
難
ト
モ
其
共
有
人
ノ
他
ハ
惣
テ
燦
葬
致
サ
セ
サ
ル
主
義
ヲ
以
テ
新
設
ス
ル
墓
地

ハ
許
可
不
致
儀
ニ
有
之
鉄
哉

指
令
年
間
対
日
共
葬
墓
地
ト
ハ

町
村
文
は
数
町
村
一
一
テ
共
葬
ス
ル
モ
ノ
汐
云
フ
偲
其
町
村
外
/
者
ト
隊
ト
モ
其
地
ニ
於
テ
死
去
シ
該

基
地
ニ
葬
ン
コ
ト
ヲ
議
ム
者
ア
ル
ト
年
ハ
亦
之
レ
す
拒
ム
ヲ
得
サ
ル
義
ト
可
相
心
得
其
差
定
メ
タ
ル
数
人
ノ
外
ハ

ラ
シ
メ
サ
ル

同
緊
縮
照
時
ノ
以
テ
新
設
セ
ン
ト
ス
ル
墓
地
ハ
鰐
ノ
遜

こ
の
指
令
は
、
共
葬
装
地
と
共
有
基
地
の
相
殿
内
を
踏
ま
え
た
上
で
、
共
葬
築
地
を
定
義
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
共
葬

墓
地
と
は
一
町
村
ま
た
は
数
町
村
で
共
券
す
る
義
抽
初
で
あ
り
、

た
だ
し
、

そ
の
町
村
以
外
の
者
で
あ
や
て
も
そ
の
地
に
お
い
て
死
亡
し
、

125寺院車車線使用縦のま長約聖主総

尚
一
一
該
基
地
に
埋
葬
・
ず
る
こ
と
を
添
聾
す
る
者
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
え
い
ら
に
、
議

地
の
新
設
に
関
し
て
は
、
共
葬
墓
地
以
外
は
こ
れ
を
認
め
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

十
五
年
一
一
一
月
サ
五
日

的
制
〔
通
知
〕
地
理
局

各
府
県
へ

従
来
当
省
エ
一
於
テ
取
扱
来
候
墓
地
例
規
為
御
心
得
及
御
通
牒
鉄
条
他
民
御
ハ
取
扱
〉
ノ
節
ハ
右
ニ
御
準
拠
制
結
成
鉄
様
致
シ
度

ハ

絹

出

〉

ト

ア

ル

ヲ

ハ

取

扱

〉

ト

一

史

正

ノ

畿

、

十
五
年
七
月
十
一
…
日
各
府
県
へ
通
知

墓

地

制

限

第

町
村
以
上
各
一
ケ
所
ニ
限
ル
宗
国
自
若
ク
ハ
復
族
一
一
読
ザ
之
レ
ヲ
別
段
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
位
一
町
村
内
部
落
数
所
ニ
分

ハ
経
侭
)
ト
ア
ル
ヲ
ハ
審
査
)
ト
東
芝
/
議

レ
其
距
離
遠
隔
等
ニ
テ
実
際
機
設
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
〈
審
変
〉
/
上
之
ヲ
許
否
ス

十
五
年
七
月
十
二
日
各
府
県
へ
通
知

墓
地
ハ
一
町
村
以
上
ノ
共
葬
タ
ル
ヘ
シ
ト
難
ト
モ
其
ニ
於
テ
死
去
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
何
地
ノ
人
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
該
泳
三
埋
葬
ス

第

墓
地
ハ

ル
ヲ
得
ヘ
シ
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第

既
設
ノ
墓
地
今
後
尚
爆
葬
ス
ヘ
キ
そ
ノ
ハ
災
慣
行
品
由
ル
ヲ
得
但
新
ニ
区
域
判
ノ
広
タ
ス
ル
モ
ノ
ハ
尚
前
一
一
積
/
例
ニ
髄
フ

第
詔

墓
地
ハ
埋
葬
/
外
他
用
品
充
ル
ヲ
許
サ
ス

墓
地
の
費
用
ハ
茶
地
ノ
償
寝
ニ
樋
フ
慣
習
ナ
キ
モ
ノ
ハ
其
地
ノ
所
有
者
ト
網
棚
葬
者
ト
ノ
協
議
ニ
任
ス

右
地
理
局
通
知
は
、
以
前
か
ら
の
内
務
省
指
令
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
一
一
に
お
い
て
、
既
設
の
慕
地
に
今
後
も
壊
葬
す
る
場
合

第
五

に
な
そ
の
地
の
慣
行
に
従
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
既
設
の
裏
地
で
あ
っ
て
も
新
た
に
区
域
宏
拡
張
し
た
部
分
に
棚
潤
し
て
は
、
こ

れ
ま
共
葬
纂
地
と
同
様
に
取
扱
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
五
の
「
墓
地
費
用
い
は
、
現
在
で
い
う
護
地
使
用
料
に
あ
た
る
と
患
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
そ
の
地
の
償
留
に
従
い
、

慣
欝
の
な
い
場
合
に
は
、
地
盤
所
有
者
と
使
用
者
と
の
協
議
に
よ
づ
て
決
す
る
と
と
を
確
認
し
た
。

十
七
年
十
一
月
十
八
日

約
二
連
U

内
務
省

乙
第
盟
十
号

墓
地
及
壊
券
取
締
規
則
施
行
方
法
組
関
標
準

第
一
一
一
条

墓
地
ハ
種
族
宗
旨
ヲ
別
タ
ス
英
町
村
-
一
本
籍
ヲ
有
シ
若
P
ハ
其
町
村
ニ
於
テ
死
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
何
人
一
一
デ
モ
之
こ
奔
ル
泣

ト
ヲ
得
其
従
前
別
段
ノ
償
欝
ア
ル
モ
ノ
ハ
此
限
リ
ニ
ア
ラ
ス

お
達
は
、
昭
和
一
一
三
年
の
墓
場
法
以
前
の
慕
地
法
招
純
で
あ
り
、

そ
の
後
段
に
お
い
て
も
義
地
の
管
理
速
営
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
か
ら

存
す
る
各
墓
地
の
復
習
に
従
づ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

以
上
が
明
治
以
降
、
現
行
義
理
法
に
至
る
ま
で
の
寺
院
墓
地
使
用
権
に
関
係
の
あ
る
述
、
指
令
お
よ
び
通
知
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
行

議
埋
法
第
十
一
一
一
条
は
、
管
理
者
の
応
諾
義
務
と
し
て

第
十
三
条

議
地
、
納
骨
堂
又
は
火
葬
場
の
管
理
者
は
、
埋
葬
、
埋
蔵
、
収
蔵
又
は
火
葬
の
求
め
を
受
け
た
と
き
は
、

正
当
の
漂
白

が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。



と
規
定
し
て
い
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、

か
か
る
「
正
当
の
理
浅
い
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
立
法
議
初
よ
り
問
題
と
さ
れ
、
昭
和
二

〈

巷

〉

一
一
一
年
五
月
第
二
回
国
会
参
議
校
厚
生
委
員
会
に
お
い
て
、
致
府
側
委
員
よ
り
以
下
の
答
弁
が
な
大
切
れ
て
い
る
。

御
質
疑
の
宗
旨
な
ど
が
興
る
の
款
を
以
て
管
理
一
人
は
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
御
意
気
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
正
当
な
る
現
出
と
い
う
も
の
の
解
釈
に
な
る
と
存
ず
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
行
の
内
務
省
令
に
お
会
注
し
て
は
、
総
目
標
準
の

第
三
条
に

ハ
種
族
宗
旨
タ
別
タ
ス
其
町
村
司
一
本
籍
柑
ノ
有
シ
若
ク
ハ
其
駒
内
村
品
一
於
テ
死
シ
タ
ル
そ
ノ
ハ
何
人
ニ
テ
モ
ム
之
二
券
ル
コ

ト
ヲ
得
茶
従
前
別
段
ノ
習
慣
ア
ル
そ
ノ
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
い
と
い
う
こ
と
に
相
成
っ
て
お
り
ま
し
て
、
今
日
と
難
も
宗
教
穂
積
の
ご
ざ

い
ま
す
る
と
こ
ろ
に
お
き
ゅ
ぶ
し
て
は
、

さ
よ
う
な
場
合
に
拒
み
断
わ
る
こ
と
が
正
当
な
る

と
い
う
よ
う
に
結
成
ウ
て
お
る
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
法
律
に
お
き
ま
し
て
も
、
議
令
に
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
規
定
い
た
し
た
い
、

か
よ
う
に

て
お
る
次
第
マ
あ

ち
ま
す
。

し
か
し
、
各
寺
院
の
宗
教
習
慣
が

法
第
十
三
条
の
「
蕊
当
の
理
由
」
に
あ
た
る
と
い
う
規
定
は
‘

「
纂
地
、

関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
。

労務主要誕地使用権の法約経絡

そ
こ
で
、
昭
和
二
露
年
六
月
五
十
日
に
東
京
都
衛
生
局
長
よ
号
、
厚
生
翁
公
衆
衛
生
局
長
宛
に
議
埋
法
第
十
一
ニ
条
の

の
理
由
」

に
つ
い
て
の
照
会
が
な
さ
れ
、
同
年
八
月
二
ニ
お
に
厚
生
省
環
境
衛

ち
左
記
の

な
さ
れ
た
。

て
そ
の
慕
地
又
は
納
骨
堂
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
異
教
徒
の
埋
収
蔵
を
取
扱
っ
て
い
な
い
場
合
で
、

嬉
間
を
著
し
く
審
う
お
そ
れ
あ
る
場
合
に
は
、
法
律
第
十

条
の
「
正
当
の

そ
の
仏
教
宗
派
の
宗
教
的
感

」
が
あ
る
と
し
て
お
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
。

一、

と
田
内
様
で
あ
る
。

127 

一
一
、
但
し
、
総
て
の
纂
地
、
総
て
の
納
骨
堂
に

し
て
、
前
二
項
の
解
釈
会
画
一
的
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
妥
当
で
な
く
、
例
え
ば
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従
来
異
教
徒
に
つ
い
て
も
取
扱
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
今
後
正
当
な
怒
闘
が
あ
る
と
し
て
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
料
せ
ら
れ

る。
要
す
る
に
、
宗
教
上
の
感
情
を
震
ん
じ
た
従
来
か
ら
の
、
慣
習
を
著
し
く
無
視
す
る
よ
う
な
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

こ
の
回
答
は
、
前
述
し
た
酬
明
治
以
降
の
内
務
省
造
、
指
令
を
踏
襲
し
た
も
の
で
、
従
来
よ
哲
縄
問
教
徒
か
ら
の
埋
収
蔵
払
草
取
扱
わ
な
い
と

い
う
寺
院
の
慣
行
は
、
墓
埋
法
第
十
…
一
一
条
の
吋
正
当
の
理
浅
い
に
当
た
雪
、
こ
れ
b
E
拒
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
金
一
趨
各
地
で
寺
混
と
離
醐
閣
改
宗
者
と
の
間
の
纂
総
紛
争
が
頻
発
し
、
昭
和
三
留
年
一

R 

鶴
自
厚
生
省
公
衆
衡

と
こ
ろ
が
、

生
局
長
よ
り
内
閣
法
裁
局
第

総
長
宛
に
墓
埋
法
第
十
一
一
一
条
の
「
正
当
の
潔
崩
い
の
解
釈
に
関
し
て
照
会
が
な
さ
れ
、
浪
記
五
年
二
月
一

五

aに
左
記
の
邸
答
が
な
さ
れ
た
。

「
纂
仙
棚
、
納
骨
堂
支
は
火
葬
場

嘉納喝、

埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
〈
昭
和
二
忘
年
法
律
第
四
八
号
、
以
下
嗣
棋
に
「
持
法
」
と
い
う
。
〉

条
は
、

の
管
想
議
時
体
、
禦
葬
、
収
蔵
又
は
火
葬
の
求
め
を
受
け
た
と
き
は
、

正
当
の
漣
自
が
な
け
れ
ば
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。
い
悌
践
を
規
定
す
る

と
と
も
に
、
本
条
の
規
定
に
違
反
し
た
務
は
、
法
第
二

条
第
一
号
の
規
定
に
よ
雪
郊
に
処
す
る
も
の
ど
怠
れ
て
い
る
。
首
揚
抽
端
、
納
骨
堂

叉
は
火
葬
場
の
管
潔
噂
慌
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
鎖
限
が
課
さ
れ
て
い
る
の
は
、
管
理
者
が
こ
の
よ
う
な
求
め
を
み
だ
り
に
拒
否
す
る
こ
と

が
許
が
れ
る
と
す
れ
ば
、
埋
葬
ハ
法
第
二
条
第
一
項
℃
媛
灘
、
叙
歳
叉
は
火
葬
〈
法
第
二
条
第
二
雨
明
〉
の
施
行
が
翠
難
に
お
ち
い
る
結
果
、
死
体

の
処
理
に
つ
い
て
遺
族
そ
の
他
の
関
係
者
の
死
者
に
対
す
る
感
情
を
著
し
く
そ
こ
な
う
と
と
も
に
、
公
衆
衛
生
上
の
支
障
安
き
た
し
、

ひ

い
て
は
公
共
の
福
祇
に
{
反
す
る
事
態
を
扱
く
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み

(
法
第
一
条
榔
秒
間
間
〉
、
こ
の
よ
う
な
事
態
の
発
生
を
未
然
に
防

止
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
立
法
態
相
続
に
照
ら
せ
ば
、

お
示
し
の
よ
う
に
宗
教
関
体
が
そ
の
経
営
者

で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
経
営
す
る
墓
地
に
他
の
宗
教
団
体
の
綾
者
が
埋
葬
叉
時
特
捜
臓
を
求
め
た
と
き
に
、
依
額
者
が
他
の
家
教
団
体
の
信

者
で
あ
る
こ
と
の
み
を
潔
盛
と
し
て
こ
の
求
め
を
拒
む
こ
と
は
、

吋
正
当
の
理
由
」
に
よ
る
も
の
と
は
・
と
う
て
い
認
め
ら
れ
な
い
で
必
ろ



7 
0 た

だ
よ

τ』
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
に
い
う
緩
券
又
は
纏
蔵
と
は
、
そ
の
語
義
に
徴
し
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に

(
法
第
二
条
第
一
項
参
照
〉
、
死
体
叉
は
焼
符
を
土
中
に
緩
め
る
行
為

i
こ
の
行
為
が
社
会
の
常
識
上
要
求
さ
れ
る
程
度
の
了
重
さ
を
も
っ
て

な
さ
れ
る
と
と
は
、
滋
然
で
あ
る
が
ー
を
絡
す
趣
旨
で
あ
っ
て
、
刷
機
葬
叉
は
埋
蔵
の
施
行
に
際
し
行
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
宗
派
的
典
礼
を

も
こ
こ
に
い
う
埋
葬
又
は
埋
蔵
の
・
観
念
に
合
掌
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
第
一
一
一
一
条
は
あ
く
ま
で
も
堤
葬
又
は

埋
蔵
行
為
自
体
に
つ
い
て
依
頼
者
の
求
ぬ
を
一
般
に
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
た
に
と
ど
ま
号
、
埋
葬
又
は
埋
蔵
の
漉
行
に
関
す

る
典
礼
の
方
式
に
つ
い
て
ま
で
も
、
依
頼
考
の

方
的
要
求
に
応
ず
ベ
袋
、
協
同
を
定
め
た
も
の
と
解
す
ベ
容
で
は
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
典
礼
の
方
式
は
、
本
条
の
直
接
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
も
、
も
っ
ぱ
ら
当
該
土
地
に
つ
い
て
権
限
設
有
す
る
者
と
し

て
の
資
抽
般
に
お
け
る
築
地
の
経
営
者
と
依
頼
者
と
の
間
の
同
意
に
よ
ゥ
て
決
定
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
間
体
が

墓
地
を
経
蛍
す
る
場
合
に
、
当
該
宗
教
極
体
が
そ
の
経
営
者
で
あ
る
築
地
の
管
療
者
が
埋
葬
又
は
埋
蔵
の
方
式
に
つ
い
て
当
該
宗
派
の
典

礼
に
よ
る
べ
き
髭
を
定
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
許
容
れ
ょ
う
か
ら
、
他
の
宗
教
間
体
の
信
者
た
る
依
願
議
が
自
誌
の
属
す
る
宗
派
の
典
礼

129寺室主義草地使関犠のさま約性検

に
よ
る
べ
き
こ
と
を
簡
執
し
て
も
、
こ
う
い
う
場
合
の
墓
地
の
管
還
者
は
、
典
礼
方
式
に
関
す
る
限
号
、
依
頼
者
の
喪
求
に
応
ず
る
義
務

は
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
弱
者
が
典
礼
方
式
に
関
す
る
自
己
の
ム
支
援
を
譲
ら
な
い
場
合
に
は
、
結
局
依
頼
者
と
し

て
は
、
い
っ
た
ん
行
っ
た
緩
葬
叉
は
埋
蔵
の
求
め
を
徴
間
ナ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、

さ
き
に
述
べ
た

よ
う
に
法
第
一
一
一
…
条
と
は
別
段
の
か
か
わ
号
が
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
厚
生
議
は
墓
糧
法
務
二
一
ア
条
の
解
釈
に
つ
い
て
、
今
後
は
こ
の
回
答
の
緩
旨
に
沿
っ
て
解
釈
運
用
す
る
こ
と
お
よ
び
前
述
し

た
昭
和
ニ
四
年
八
月
二
二
日
厚
生
省
環
境
衛
生
課
長
回
答
の
廃
止
を
通
達
し
た
盆
和
三
五
年
三
思
八
日
努
環
発
第
八
母
、
各
線
滋
府
県
、
会
総
定
都

市
衛
生
笠
智
部
(
儲
叫
〉
長
宛
、
臨
静
生
省
環
境
衛
生
部
長
途
州
知
〉
。
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こ
れ
に
対
し
、
東
京
都
下
の
某
寺
院
は
厚
生
省
を
相
手
取
唱
て
、
+
殺
の
通
達
中
宗
教
団
体
の
経
営
す
る
義
地
の
管
理
者
は
、
場
葬
ま
た

は
域
諸
殺
を
競
合
小
す
る
者
が
他
の
宗
教
団
体
の
信
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
そ
の
請
求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
は
途
法
で
あ

る
と
し
、

そ
の
取
消
し
設
求
め
る
訴
え
也
江
東
京
地
方
裁
判
所
に
提
起
し
た
〈
昭
和
一
一
一
五
年
館
第
五
九
号
法
令
解
釈
指
定
方
通
達
し
変
質
鋳
求
事
件
、
行
数

事
件
創
刊
例
袋
一
三
巻

二
号
一
一
一
ニ
七
一
斑
)
。

と
の
訴
訟
は
、
昭
和
三
七
年
一
月
一
一
一
日
第
一
築
部
下
、
昭
和
一
ニ
九
年
七
月
一
一
一
一
日
第
二
審
控
訴
棄
却
に
引
き
つ
い
で
昭
和
霞
三
年
二

月
二
期
日
最
高
畿
で
上
告
審
却
下
と
な
っ
た
(
最
篠
数
三
小
判
、
間
昭
和
一
一
一
九
ハ
行
ツ
〉
第
八
七
号
法
律
解
釈
指
定
滋
逮
夜
鴻
滋
求
事
件
、
民
袋
二
二
鼻
咽

号

一
一
二
段
七
頁
〉
。
こ
の
特
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
本
件
通
達
は
従
来
と
ら
れ
て
い
た
法
律
の
解
釈
や
取
扱
い
参
加
変
更
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
も
ゆ
ば
ら
知
事
以
下
の
行
政
機
関
を
拘
束
す
る
に
と
ど
ま
り
、
右
通
途
が
夜
援
に
上
告
人
の
墓
地
経
営
権
、
管
理
権
を
侵
害
し
た

号
、
新
た
に
埋
葬
の
受
嘉
義
務
を
課
し
た
ち
す
る
も
の
と
は
い
い
え
ず
、
本
件
は
現
行
法
上
行
政
訴
訟
に
お
い
て
取
端
的
の
訴
の
対
象
と
は

な

nJ
え
・
な
い
し
ι
い
う
、
も
の
で
あ
っ
た
。

五

私

見

そ
こ
で
、
寺
院
築
地
使
用
権
の
法
的
性
絡
を
考
察
す
る
に
、

ま
ず
か
か
る
権
利
を
定
義
す
る
な
ら
ば
、
墳
墓
の
所
有
者
が
そ
の
所
有
自

的
安
達
成
す
る
た
め
に
、
広
域
安
限
定
し
た
俄
人
(
寺
院
)
の
所
有
に
鼠
す
る
土
地
〈
纂
所
〉
b
E
使
用
す
る
機
純
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
従
っ
て
、
墳
墓
の
所
有
者
で
な
け
れ
ば
義
地
使
用
権
を
有
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
墳
墓
所
有
権
と
慕
地
使
用
権
は
一
体
不
可
分
の
関

係
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
設
う
目
的
と
は
、
家
族
の
遺
体
を
埋
葬
し
ま
た
は
そ
の
焼
絵
師
を
壕
歳
し
、
死
者
〈
鐙
先
〉
の
霊
t
g
安
置
、
供
養

す
る
と
い
う
極
め
て
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
纂
は
官
庁
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
墓
地
内
に
お
い
て
の
み
設
援
さ
れ
う
る
も

の
で
必
り
〈
帯
構
理
法
第
一
一
条
第
五
項
)
、

そ
の
結
果
、
境
慕
ぞ
れ
自
体
は
容
易
に
他
に
移
動
で
き
な
い
佐
賀
を
も
っ
施
設
で
あ
る
。
し
か
も
、



そ
の
施
設
は

般
に
纂
碑
な
ど
の
特
殊
な
標
示
物
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
、
墓
地
と
一
体
的
構
造
を
も
っ
。
そ
こ
で
、
義
地
使
用
機
に
は
題

定
性
が
あ
号
、
墓
地
所
有
機
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

次
に
、
境
基
の
所
有
権
は
明
治
民
法
案
九
八
七
条
〉

に
お
い
て
は
家
替
相
続
人
に
穏
綬
さ
れ
、
現
行
民
法
(
第
八
九
七
条
〉

に
お
い
て
は

祭
把
主
宰
者
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
る
の
で
あ
号
、

承
継
者
け
か
絶
え
て
無
縁
と
な
ら
な
い
限
り
永
久
的
に
受
け
継
が
れ
る
。
そ
の
結
果
、
壌

纂
所
有
権
と
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
纂
地
使
用
権
は
永
久
性
役
持
つ
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
墳
墓
は
不
融
通
設
の
も
の
で
あ
号
、

総
括
的
に
は
そ
の
所
有
機
に
譲
渡
性
は
な
い
が
、
子
孫
に
と
っ
て
は

な
財
産
で
あ
号
、
か
っ
祭
杷
財
産
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

墳
墓
所
有
権
と
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
墓
地
使
用
機
も
財
産
性
を
持
つ
。
つ
ま
号
、
墓
地
使
用
擦
は
財
産
権
で
あ
る
か
ら
そ
の
移
転

性
を
認
め
ぎ
る
を
得
な
い
が
、
民
法
務
八
九
七
条
と
の
関
議
に
お
い
て
祭
杷

の
者
へ
の
移
転
校
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

以
上
述
べ
た
国
定
性
・
永
久
性
・
財
産
性
の

ハ?〉

つ
が
、
墓
地
使
用
擦
の
一
般
的
性
質
で
あ
る
こ
と
は
学
説
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
G

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
俊
樹
織
を
有
し
か
っ
援
史
的
に
も
古
く
か
ら
存
夜
す
る
寺
院
墓
地
使
用
機
と
は
、

現
行
法
上
い
か
な
る
権
利
と

一
一
一
一
口
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
民
法
所
定
の
債
権
で
あ
る
か
、

ま
た
は
品
物
様
で
あ
る
か
、

そ
れ
と
も
慣
習
法
上
の
権
利
か
と
い
う
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こ
と
で
あ
る
。

ぞ
と
で
、
寺
炭
墓
地
使
用
機
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
こ
の
権
利
は
明
治
民
法
施
行
前
に
す
で
に
存
在
し
、
現
夜
ま
で
祭
杷
主
宰
者
に
よ

っ
て
品
購
晶
叙
さ
れ
て
来
た
権
利
で
あ
号
、

そ
の
永
久
性
お
よ
び
周
定
性
か
ら
し
て
、
他
人
の
所
有
に
臨
摘
す
る
土
地
の
限
定
し
た
区
域
を
墳
墓

所
有
の
た
め
永
久
的
・
排
他
的
に
支
配
し
得
る
権
利
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
少
く
と
も
明
和
三
五
年
の
厚
生
省
通
達
が
出
さ

れ
る
ま
で
は
、
行
政
庁
と
し
て
は
各
宗
派
、
各
寺
院
の
慣
習
を
閥
的
治
以
来
永
き
に
わ
た
っ
て
尊
重
し
て
来
た
し
、
実
態
的
に
も
寺
院
纂
地

の
榔
悶
灘
遡
営
は
、
当
該
寺
院
の
慣
習
に
委
ね
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
権
利
は
墓
碑
石
等
墳
墓
の
施
設
物
に
よ
っ
て
そ
の
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般
に
公
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

存
在
ま

一
七
五
条
は
「
物
権
ハ
本
法
其
飽
ノ
法
律
ニ
定
ム
ル
モ
ノ
ノ
外
之
時
ノ
創
設
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
し
、
脇
制
緩
法
定

(

8

)

‘
 

い
が
あ
る
。
し
か
し
、

主
義
を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
言
う
「
廿
典
的
措
/
法
律
」
に
掛
演
習
法
が
含
ま
れ
る
か
否
か
は
学
説
、
判
例
共
に

民
法
施
行
法
第
三
五
条
は

物
権
ト
認
メ
タ
ル
権
制
約
一
一
シ
テ
民
法
施
持
続

発
生
シ
タ
ル
モ
/
ト
難
ト
モ
其
施
行
後
ハ
民
法
其
他

ノ
法
律
-
一
定
ム
ル
モ
ノ
ニ
券
サ
レ
ハ
物
機
タ
ル
効
力
ヲ
脊
セ
ス
い
と
規
定
し
、
民
法
施
行
訴
に
慣
習
上
の
物
権
と
認
め
ら
れ
る
機
利
が
存

応
民
法
の
施
行
に
よ
っ
て
従
来
の
慣
習
よ
の
物
権
を
整
獲
し
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
将
来

〈

S〉

新
た
な
物
権
が
僕
雲
法
に
よ
づ
て
成
立
す
る
こ
と
ま
で
も
寄
定
す
る
も
の
マ
は
な
い
。
そ
し
て
、
法
例
第
二
条
は
「
公
ノ
秩
序
文
ハ
善
良

在
し
て
い
た
こ
と

し
て
お
号
、
こ
れ
は

ノ
風
俗
ニ
反
セ
サ
ル
慣
習
ハ
法
令
ノ
規
定
に
依
ヲ
テ
認
メ
タ
ル
そ
ノ
及
ヒ
法
令
ニ
相
続
恕
ナ
キ
事
実
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ニ
限
ワ
法
律
ト
尚
一
ノ

効
力
開
ノ
有
ス
と
規
定
し
て
い
る
の
で
、
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
慣
習
法
で
、
法
令
に
規
窓
の
な
い
事
項
に
慰
問
す
る
も
の
は
法
律
と
同

の

効
力
を
夜
、
ず
る
。
従
っ
て
、

か
か
る
償
習
法
は
民
法
第
一
七
五
条
の
「
其
他
ノ
法
律
」
に
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
き
で
み
る
。
た
だ
し
、
物

権
の
性
質
か
ら
僚
懇
法
に
よ
っ
て
新
た
な
公
示
方
法
が
生
成
怠
れ
る
か
、

ま
た
は
公
示
を
要
し
な
い
緩
掛
川
知
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
寺
院
裏
地
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
議
碑
石
等
壌
纂
の
施
設
物
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
一
般
に
公
示
さ
れ

て
い
る
。

以
上
の
点
念
品
勺
え
合
わ
せ
れ
ば
、
守
続
墓
地
使
用
穫
は
僕
潔
法
上
の
品
物
権
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
言
う
慣
習
と
は
、
各
宗

派
あ
る
い
は
各
寺
院
の
慣
習
で
あ
号
、
こ
れ
に
よ

9
墓
地
使
用
機
の
内
容
は
決
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
自
家
派
の
償
徒
に
限
れ
フ
慕
地
の
使
用
を
認
め
る
と
い
う
償
習
と
墓
地
使
関
川
権
と
の
爵
係
、

つ

ま

nJ
は
、
纂
地
使
用
権
者
の
離

に
よ
っ
て
墓
地
使
朗
権
が
消
滅
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
開
題
で
あ
る
。

議
埋
法
第
一
条
に
「
こ
の
法
律
は
、
議
機
、
納
骨
堂
叉
は
火
葬
場
の
管
理
及
び
網
棚
葬
祭
が
、
国
民
の
宗
教
的
感
情
に
適
合
し
、
:
ふ
と



あ
る
よ
う
に
、
寺
院
墓
地
の
埋
葬
般
に
は
、
墓
地
使
用
権
者
の
宗
教
的
感
情
を
等
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
寺
院
の
宗
教
感

〈
抽
出
)

備
を
無
視
し
て
も
良
い
と
い
う
も
の
守
は
な
い
。
こ
こ
に
こ
の
問
題
の
難
し
さ
が
あ
る
。

け
だ
し
、

日
本
調
療
法
第
一
一

O
条
は
、
何
人
に
対
し
て
も
信
教
の
自
由
を
保
悟
得
し
て
お
号
、
離
償
改
宗
に
よ
っ
て
墓
地
使
用
擦
が
液
滅

す
る
と
い
う
慣
習
に
法
的
効
力
念
認
め
る
な
ら
ば
、
薬
品
泡
使
用
権
は
離
機
改
宗
が
そ
の
意
に
反
し
て
で
き
な
く
な
り
、
信
教
の

8
自
に
そ

わ
な
い
結
果
を
生
ず
る
。
従
市
て
、
か
か
る
演
習
は
憲
法
の
保
障
す
る
信
教
の
自
由
に
抵
触
し
‘

か
つ
纂
地
使
用
権
め
永
久
性
お
よ
び
悶

定
性
に
も
反
す
る
の
で
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
‘
寺
続
墓
地
へ
の
埋
葬
蔵
に
は
、
慣
習
上
自
宗
派
に
よ
る
儀
式
・
典
礼
が
給
び
つ
い
て
い
る
関
係
に
お
い
て
、
寺
院
の
宗
教

感
情
が
強
く
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
る
の
が
笑
情
で
あ
る
。
前
述
し
た
務
理
法
第
一
条
の
幾
憶
か
ら
も
、
こ
の
考
続
の
宗
教
感
情
を
無
筏
ム
マ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
厳
近
で
は
、
地
方
公
共
間
体
お
よ
び
民
間
鑑
識
閣
に
よ
る
大
規
模
な
公
蹴
墓
地
が
各
地
に

点
れ
、
こ
れ
ら
が
慕
地
供
給
の
大
半

を
』
白
め
て
い
る
。

つ
ま
り
、
共
葬
墓
地
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
お
号
、

そ
の
取
得
も
以
前
に
比
較
す
れ
ば
容
易
な
も
の
と
な
ゥ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
寺
院
築
地
の
新
設
は
、
周
辺
住
民
の
反
対
お
よ
び
地
価
等
の
問
題
か
ら
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
J

言
、
わ
ず
か
に
既
存
の
纂
働
怖
を
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拡
餐
す
る
こ
と
に
よ
り
て
墓
地
を
供
給
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

さ
ら
に
近
年
で
は
、
寺
院
と
檀
徒
を
結
ぶ
き
ず
な
と
し
て
墓
地
が
議
都
知
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
派
生
ナ
る
供
養
料
、
御

布
施
等
の
収
入
が
寺
院
経
済
の
大
部
分
を
担
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
。

以
上
の
点
か
ら
、
寺
院
墓
地
使
潟
機
は
離
檀
改
宗
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
消
滅
す
る
権
利
で
は
な
い
が
、
当
該
4
J
T
骨
院
の
承
認
の
な
い
絞
号
、

煙
葬
議
に
際
し
当
該
寺
設
の
行
う
儀
式
・
典
礼
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
負
強
付
の
権
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



〔

骨

院

〕
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〈1
〉
実
態
的
に
は
、
制
明
治
mm
俸
の
「
社
寺
領
上
知
A
ご
や
問
問
六
年
の
「
地
視
改
正
条
例
L

等
に
基
づ
く
土
地
の
官
民
有
区
分
の
擦
に
、
こ
れ
を
逃
れ
る
た
め
に
、
食

態
ま
た
は
壇
家
総
代
名
で
抽
期
臨
揮
を
受
け
た
り
、
繰
っ
て
包
有
と
さ
れ
輯
帯
夜
に
お
よ
ん
ぜ
い
る
寒
滋
等
が
あ
り
、
登
記
簿
上
は
必
ず
し
も
寺
院
の
所
有
に
は
な
っ
て

い
な
い
墓
地
も
多
数
存
作
位
し
て
い
る
e

開
明
治
抑
制
棚
捌
の
纂
地
処
分
に
蹴
摘
す
る
論
文
と
し
て
、
村
山
広
務
「
前
撤
楠
培
法
の
基
礎

ω・
ωi上
叩
品
開
処
分
、
勉
強
改
正
処
分
と

寺
銭
塞
抽
端
」
災
商
法
雑
誌
六
八
巻
一
旦
H7
一
一
一
管
制
が
あ
る
。

(2)

鈴
木
敏
務
「
楽
地
帯
串
継
の
法
社
会
学
的
考
察
序
論
」
立
波
法
学
一
一
一
巻
一
一
一
・
四
号
、
「
築
地
帯
凧
継
に
関
す
る
実
態
務
官
波
線
後
i
農
村
と
東
京
近
郊
開
組
織
の
揖
明
会
」

立
正
法
学
五
巻
一
・
二
号
は
、
感
地
に
対
す
る
意
識
調
調
査
と
し
て
級
め
て
貴
重
な
資
釈
で
あ
る
。

(3V

等
院
墓
地
使
用
権
に
隅
摘
す
る
料
情
抑
制
を
年
代
順
に
蕊
べ
る
と
円
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①
大
審
院
昭
和
近
年
七
月
二
回
目
判
決
ハ
昭
和
況
俸
制
刊
第
二
密
三
号
、
義
機
使
用
権
確
認
及
石
笈
緩
や
常
事
件
)
民
集
九
巻
一

O
努七一一一

O
賞

。

②

津

地

裁

即
時
和
三
八
年
六
月
…
…
…
日
判
決
(
昭
和
一
一
一
一
一
一
年
初
第
一
六
二
号
、
墳
首
都
拙
地
総
務
時
野
除
請
求
事
件
)
下
同
氏
幾
…
間
四
巻
六
号
二
八
一
一
一
賞
。
③
山
形
勉
裁
昭
和
一
一
一
九
年

二
月
二
六

g
判
決
〈
昭
和
一
一
一
七
年
初
第
五
二
部
門
主
釜
石
奴
去
土
地
明
渡
務
終
〉
下
回
民
集
一
五
巻
二
号
交
八
間
賞
。
③
品
加
点
口
滅
後
昭
和
三
九
年
一
て
月
一
六
時
間
判

決
(
恥
昭
和
三
九
約
第
九
三
号
、
③
の
事
件
の
時
総
務
審
)
下
民
集
一
五
畿
一
一
号
二
七
二
笈
一
気
合
③
仙
台
地
裁
昭
和
問
一
一
一
年
一
一
一
月
四
日
判
決
〈
昭
和
問
問
。
年
初
第

一
ニ
九
九
号
、
損
盤
器
移
転
等
請
求
事
件
〉
下
民
集
一
九
巻
一
ニ
問
問
問
一
三
一
九
賞
。
③
東
京
高
輪
概
開
昭
和
問
問
六
年
九
月
一
二
円
制
約
淡
〈
間
昭
和
図
密
斜
五
一

O
号
、
墳
裏
地

開
約
締
執
務
求
準
件
〉
高
民
集
二
問
問
品
物
三
等
一
一
一
四
回
頁
。

ハ4
〉
中
山
口
問
久
「
墓
地
所
有
権
総
と
纂
燦
品
夜
間
出
権
論
」
新
生
枚
、
五
聞
東
。

ハ5
〉
繍
畑
畠
埼
玉
夫
、
丹
羽
郊
閥
均
蛸
刷
吋
明
治
初
年
拍
車
窓
蕊
議
機
資
料
補
巻
」
有
受
醐
匂
一
一
一
一

i
二
三
頁
。

〈6V

荒
川
一
冗
臨
時
吋
を
後
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
墓
地
緩
い
一
一
一
波
警
師
時
、
八
一
ニ

l
八
四
策
。

(7〉
吉
田
前
欄
間
帯
官
、
五
一
一
一

i
五
回
頁
、
浜
間
務
次
郎
「
議
終
宗
教
法
」
描
側
弁
欝
応
、
一
一
一

O
六
東
、
渋
川
氏
乙
「
裏
地
使
照
権
の
伎
舞

ω」
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
家
品
税
制
判

抑
制
百
選
い
符
健
制
問
、
一
五
三
官
民
、
盤
、

(8)

学
制
掛
川
川
、
古
く
は
慣
習
法
上
の
物
携
を
認
め
な
い
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
近
時
の
遇
税
は
こ
れ
を
積
極
釣
に
是
認
す
る
。
来
弘
厳
太
蔵
「
肱
制
緩
法
上
轡
」
有
斐
閣

mm
ニ
策
、
我
委
栄
「
民
法
議
袋
耳
蜘
制
緩
滋
」
岩
波
書
局
、
二
閲
官
民
、
来
M

川
捕
博
「
晶
制
緩
持
怖
い
関
本
評
論
社
、
二
七
帯
民
、
期
対
繍
誇
一
「
法
悼
陣
学
会
~
繁
一
八
務
権
法
」
有

祭
殿
、
一
八
夏
、
等
。
ま
た
、
判
例
は
流
氷
山
利
用
用
機
、
議
閥
単
纏
等
に
一
種
の
腕
制
緩
品
開
摺
関
係
各
認
め
て
い
る
が
、
よ
之
総
〈
掛
新
作
者
が
地
温
放
の
み
に
つ
い
て
有
す
る
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玄
所
有
権
)
は
否
定
さ
れ
た
。

我
妻
前
掲
書
、
二
四
頁
。

( 

10 
) 

吉
田
前
掲
害
、
六
六
頁
。

尚
本
稿
は
、
第
二
回
宗
教
法
学
会
学
術
大
会
に
お
け
る
発
表
を
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。




